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語り継ぐそれぞれの戦争
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環境ミニTOPICS　ほか
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那珂市役所がテレビスタジオに
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市中央公民館から図書案内
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那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
（
素
案
）

■
基
本
目
標

　

那
珂
市
は
、
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
目

指
す
た
め
に
、
平
成　

年
１
月　

日
に
那

１７

２１

珂
町
と
瓜
連
町
と
が
合
併
し
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
行
政
主
導
で
進
め
ら
れ
て

き
た
行
政
運
営
を
見
直
し
、
市
民
主
体
・

市
民
参
加
に
よ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
地
域
の
こ

と
は
地
域
で
決
め
る
」
と
い
う
地
方
分
権

に
即
し
た
行
政
経
営
を
展
開
し
、
コ
ス
ト

意
識
な
ど
民
間
の
発
想
を
生
か
し
た
行
政

経
営
へ
の
転
換
を
進
め
、『
行
財
政
基
盤

の
確
立
』
を
柱
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
改

革
の
成
果
を
踏
ま
え
、「
行
政
運
営
か
ら

行
政
経
営
へ
の
転
換
」
を
掲
げ
新
た
な
行

政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
基
本
方
針

１
市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
政
改
革
の
推

進

　

市
民
と
と
も
に
行
政
改
革
を
推
進
す
る

た
め
、
事
務
事
業
の
公
平
性
や
透
明
性
の

確
保
と
積
極
的
な
情
報
の
提
供
に
よ
り
市

民
の
理
解
と
協
力
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
民
間
委
託
な
ど
に
よ
っ
て
提
供
す

る
こ
と
が
適
切
と
判
断
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
民
間
活
力
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
経
営
体

制
の
確
立

　

職
員
の
資
質
の
向
上
と
能
力
開
発
を
図

り
、
政
策
形
成
能
力
や
創
造
性
を
備
え
た

経
営
感
覚
の
豊
か
な
職
員
の
育
成
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
経

営
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
時
代

の
変
化
に
対
応
で
き
る
弾
力
的
な
執
行
体

制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
電
子
自
治
体

を
推
進
し
ま
す
。

３
健
全
で
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
果
的
で
効
率

的
に
行
政
経
営
を
行
う
た
め
、
定
員
管
理

の
適
正
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、

取
り
組
む
べ
き
施
策
や
事
業
の
改
革
改
善

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
税
収
入

な
ど
の
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
健
全

な
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

■
重
点
事
項

　

本
大
綱
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、
次
の
８
項
目
の
重
点
事
項
を
柱
と
し

て
設
定
し
ま
す
。

１　

行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化

２　

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

３　

組
織
等
の
見
直
し

４　

人
材
育
成
の
推
進

５　

電
子
自
治
体
の
推
進

６　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立

７　

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

８　

自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財
政
運
営

の
確
保



広報なか９月号３

●
行
政
改
革
の
推
進
体
制

　

こ
の
行
政
改
革
は
、
平
成　

年
度
か
ら

１７

概
ね
５
年
間
に
わ
た
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
行
政
改
革

推
進
本
部
が
中
心
と
な
り
全
庁
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

市
行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
ま
す
。

●
那
珂
市
行
政
改
革
懇
談
会

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
必
要
な
助

言
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
行
政
改
革
を
進

め
て
い
く
た
め
那
珂
市
行
政
改
革
懇
談
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
那
珂
市
行
政
改
革
大

綱
に
つ
い
て
は
、
懇
談
会
委
員
の
皆
様
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
し
て
行

く
予
定
で
す
。

◆
那
珂
市
行
政
改
革
懇
談
会
委
員（

敬
称
略
）

福
田
耕
四
郎
、
梶
山
榮
、
木
名
瀬
正
幸
、

宇
佐
見
武
勝
、
吉
羽
房
男
、
吉
原
誠
一
、

廣
木
忠
雄
、
平
野
さ
ち
子
、
安
藤
正
敏
、

桑
原
英
明
、
谷
島
貞
男
、
手
塚
典
伸

※
行
政
改
革
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
、

ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
企
画
課

行
政
改
革
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／

企
画
課
行
政
改
革
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
４
３
２

行政改革重点事項の項目別の対応方針

内　　　容　（概　　　要）推 進 項 目重点事項

市民サービスの向上を目的とした委託化を推進します。民間委託等の推進

行政の担うべき役割の
重点化

公の施設の管理運営については、民間企業やその他の団体等のノウハ
ウを幅広く活用し、市民サービスの向上を図るとともに、経費の削減を
図ることを目的に、指定管理者制度の活用を推進します。

指定管理者制度の活用

市民の市政への参加を促進するとともに市民参加の場づくりを進め、
多様な主体との積極的な連携・協力を推進します。市民参加・協働の推進

市民との情報の共有化を図るとともに、行政の信頼性、透明性を確保
し、行政サービスの受益者である市民への行政活動の説明責任を果た
します。

説明責任の確保公正の確保と透明性の
向上

市民ニーズへの迅速な対応や、スピーディーな意思決定・対応の観点か
ら組織編成を進めるとともに、合併後の事務事業の見直しによる組織
の再編成を進めていきます。

組織等の再編の推進組織等の見直し

研修制度などを通じて専門職を育成するとともに、全体の奉仕者とし
ての職員の自覚など職員の意識改革と資質の向上に努めます。分権型社会の担い手育成の推進

人材育成の推進
能力や実績がより反映される公平かつ客観的な人事評価システムの導
入に取り組みます。人事評価の確立

電子文書などの行政情報の相互間やり取り等の安全性や利便性を図る
とともに、住民生活に必要な各種情報や申請などの手続の電子化など
市民サービスの向上に努めます。

電子市役所の実現
電子自治体の推進

情報化社会の進展に対応した情報セキュリティ対策の充実を図りま
す。情報セキュリティ対策の充実

行政評価システムマネジメントサイクル（企画→実施→評価または現
状→評価→改革・改善→実施）を確立することにより、仕事の質を高め、
市民サービスの向上を目指します。

事務・事業の見直し行政評価システムの 
確立

組織の合理化、職員の適正配置に努めるとともに、定員適正化計画を策
定し、計画的な定員管理を進めていきます。定員管理の適正化

定員管理及び給与の 
適正化 引き続き給与の適正化に努めるとともに、給与等の公表にあたっては、

市民等が理解しやすいような工夫を積極的に講じます。給与の適正化

受益と負担の公平性確保の観点から適正な料金設定を行うとともに、
市税等の徴収率の一層の向上に努めます。自主財源の確保

自主性・自律性の高い
財政運営の確保

行政評価に基づいた歳出全般の効率化と財源配分の重点化を図るとと
もに、財政健全化のための計画を策定するなど、自主的かつ主体的に財
政構造の改善に努めます。

経費の節減合理化等財政の健
全化

行政として対応すべき必要性、費用対効果、経費負担のあり方等につい
て検証し、整理合理化を推進します。補助金等の整理合理化の推進

公共工事については、引き続き適切な設計単価、予定価格の設定を行う
ことによりコスト削減に積極的に取り組むとともに、入札制度の透明
性と公平性の確保、適切な入札方式の採用等その一層の改善に努めま
す。

公共工事コストの縮減



４

■
指
定
管
理
者
の
範
囲
は

　

今
ま
で
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
は
、

公
共
的
団
体
や
市
の
出
資
団
体
だ
け
に
し

か
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
制
度
に
よ
り
、
今
後
は
、
民
間

の
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
幅
広
く
施
設
の
管
理
者
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
る
た
め
に

は
、
市
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま

す
。）

　

な
お
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
公
の
施
設

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
が
直
接
（
一
部

清
掃
な
ど
委
託
す
る
場
合
も
含
み
ま
す
。）

管
理
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
指
定
管
理
者
の
選
定

　

指
定
管
理
者
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
原
則
と
し
て
公
募
を
行
っ
た
う
え
で

選
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
施
設

の
設
置
目
的
、
性
格
、
経
過
、
事
業
の
継

続
性
等
か
ら
あ
ら
か
じ
め
指
定
管
理
者
を

特
定
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
公
募
せ
ず
に
選
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

■
導
入
の
考
え
方

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て

の
考
え
方
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

ア　

民
間
団
体
等
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
コ
ス
ト

の
削
減
が
期
待
で
き
る
こ
と
。

イ　

民
間
団
体
等
が
同
様
ま
た
は
類
似
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

あ
る
い
は
、
民
間
団
体
等
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
業
務
で
あ
る
こ
と
。

ウ　

利
用
料
金
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
収
益
が
期
待
で
き
る
施
設
で
あ

る
こ
と
。

■指定管理者制度を導入した場合のイメージ

�������
�����������

　平成１５年６月に地方自治法の一部が改正され、公の施
設の管理方法が、これまでの「管理委託制度」から「指
定管理者制度」に変わることになりました。この制度は、
多様化する住民ニーズに効果的、効率的に対応するた
め、公の施設の管理に民間の能力やノウハウを活用しつ
つ、住民サービスの向上を図るとともに、経費の節減等
を図ることを目的とするものです。
　このため、市では、指定管理者制度をどのように導入
していくのか検討を進めています。

市総合保健福祉センター「ひだまり」

那珂総合公園

公の施設

指定管理者
○公共団体
○公共的団体
○地方公共団体の
出資法人

＋
○民間事業者
○ＮＰＯ　等

施設管理（使用許可等も可）

地
方
公
共
団
体

住　
　

民

指定（行政処分）

協定書の締結

事業報告

利用許可

利用料金

施設利用の
申し込み



広報なか９月号５

※那珂市の公の施設の例。「公の施設」
とは、地方公共団体が住民の福祉を増
進する目的で、大勢の市民の皆さんに
利用していただくために設置された
施設（スポーツ施設、都市公園、文化
施設、社会福祉施設など）をいいます。
庁舎などの公用施設は除きます。

ふれあいセンターよこぼり

那珂聖苑

■新旧管理制度の比較

旧（管理委託制度）新（指定管理者制度）

・地方公共団体の出資

法人

　（１/２以上の出資等）

・公共的団体（農協等）

・公共団体

法人、その他の団体

（法人格は必ずしも必要

ではないが、個人は不

可）

受託主体

契約に基づく具体的な

管理の事務または業務

執行の委託

【公法上の契約関係】

「指定」という行政処分

による公の施設の管理

権限の委任

【管理の代行】

法的性格

地方公共団体が有する指定管理者が有する施設の管理権限

受託者はできない

条例の定めにより、指

定管理者が行うことが

できる

施設の使用許可

受託者はできない指定管理者はできない

不服申立てに対す

る決定、行政財産

の目的外使用

地方公共団体地方公共団体
施設の設置者としての責

任

●
指
定
管
理
者
制
度
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
な
ぜ
こ
の
時
期
に
導
入
す
る
の
で
す

か　
Ａ
改
正
地
方
自
治
法
の
施
行
の
日
か
ら

３
年
以
内（
平
成　

年
９
月
）に
指
定

１８

管
理
者
制
度
と
す
る
の
か
、
市
の
直

営
と
す
る
の
か
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
で

す
。

Ｑ
サ
ー
ビ
ス
や
管
理
の
質
が
低
下
す
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

Ａ
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
活
力
を

活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
掲
げ

て
お
り
、
低
下
す
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
導
入
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
導

入
後
、
そ
の
よ
う
な
状
況
が
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
改
善
命
令
や
業
務
の

停
止
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
利
用
料
金
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す

か
Ａ
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
上
限
を
条

例
で
定
め
た
上
で
、
市
の
承
認
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
指
定
管
理
者
が
勝

手
に
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

Ｑ
指
定
管
理
者
に
任
せ
て
も
公
平
な
運

営
が
で
き
る
の
で
す
か

Ａ
公
の
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
第
２
４
４
条
で
不
平
等
の

扱
い
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
指
定
管

理
者
も
そ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
ま

す
。

Ｑ
個
人
情
報
の
保
護
は
ど
う
な
り
ま
す

か
Ａ
条
例
の
中
で
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
と
の
協
定
の
中
に

個
人
情
報
の
保
護
措
置
に
関
す
る
規

定
を
盛
り
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

企
画
課
行
政
改
革
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
４
３
２

●
移
行
ま
で
の
流
れ 

○
関
係
す
る
条
例
を
改
正 

 

○
募
集
要
項
の
作
成 

　
　
　
　（
施
設
の
概
要
、
業
務
の
範
囲
、 

　
　
　
　
指
定
の
期
間
な
ど
） 

○
公
　
募 

 

○
指
定
管
理
者
候
補
者
の
選
定 

　
　
　
　
主
な
選
定
基
準
（
平
等
な
利
用 

　
　
　
　
の
確
保
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、 

　
　
　
　
効
果
的
な
取
組
み
、
施
設
の
適 

　
　
　
　
切
な
維
持
管
理
な
ど
） 

○
議
会
に
よ
る
議
決 

 

○
指
定
管
理
者
を
指
定 

　
　
　
　
協
定
書
の
締
結 

 

○
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
開
始 



６

年
に
一
度
の
額
田
ま
つ
り

と
菅
谷
ま
つ
り
（
大
助
ま

つ
り
）
が
、
７
月　

日
と

３０

８
月　

日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

１５

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

額
田
ま
つ
り
で
は
、
柄
目
町
、
上

之
町
、
古
宿
町
の
３
台
の
山
車
が
通

り
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
ど
の
山
車

も
、
凝
っ
た
彫
り
物
が
施
さ
れ
た
貴

重
な
も
の
。
通
り
を
２
時
間
か
け
て

往
復
し
、
額
田
中
央
公
民
館
前
広
場

に
集
結
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
車
の
歴
史

が
紹
介
さ
れ
た
後
、
地
区
に
伝
わ
る

自
慢
の
は
や
し
が
演
奏
さ
れ
、
観
衆

か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
な
か
よ
さ
こ
い
連

に
よ
る
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
披

露
さ
れ
、
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
島
神
社
で
行
わ
れ
た
の

が
菅
谷
ま
つ
り
。
９
つ
の
町
内
か
ら

数
百
個
の
ち
ょ
う
ち
ん
を
付
け
た
山

車
が
繰
り
出
す
華
や
か
な
ま
つ
り
で

す
。
山
車
の
上
で
は
笛
や
太
鼓
で「
大

助
ば
や
し
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
勇
壮
さ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
。
夜

に
な
る
と
山
車
は
神
社
に
集
合
。
そ

こ
か
ら
本
殿
ま
で
の
参
道
を
、
地
響

き
を
立
て
な
が
ら
繰
り
込
ん
で
い
き

ま
し
た
。
本
殿
前
に
は
火
が
た
か

れ
、
竹
に
ち
ょ
う
ち
ん
を
ぶ
ら
下
げ

た
「
七
つ
ぼ
ん
ぼ
り
」
で
、
火
の
粉

を
撒
き
散
ら
し
な
が
ら
叩
き
消
し
あ

い
、
ま
つ
り
の
最
後
を
飾
り
ま
し
た
。

３

山車の上では、この日のために練習してきた
小学生による大助ばやしの演奏（菅谷）

そろいのはっぴ姿の皆さんが、力を
合わせて山車を引く（菅谷）

向かい合った他町内の山車めがけて、勢いよく山車を走らせ寸止め。
どれだけ近づけられるかが見せ場（菅谷）

通 りを練り歩いた（額田）
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広報なか９月号７

なかよさこい連による路上
パフォーマンスの様子（額田）

額田神社を出た２基の神輿は、額田の厄年会の皆さん
などに担がれた（額田）

威勢のよい掛け声が境内を包む。夜になっても
祭りの熱気は衰えない（菅谷）

山車の上には人が乗るため、その重さは想像
以上。汗だくで山車を引く（菅谷）

額田の山車は繊細な彫物が目を引く。
柄目町、上之町、古宿町の３台の山車が通

菅谷の山車は上部が回転する仕組み。勢い
よく回すと観衆から大きな拍手（菅谷）

色鮮やかなちょうちんに飾られた山車では、
町内ごとに個性が光る（菅谷）

鹿島神社に繰り込んだ９台の山車
が本殿前に集合（菅谷）

神主による火切りの
儀式（菅谷）



８

　

初
め
て
本
土
に
ア
メ
リ
カ
の
空
襲

が
あ
っ
た
の
が
昭
和　

年
４
月
。
低

１７

空
で
飛
ん
で
く
る
飛
行
機
の
姿
を
今

で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

学
校
に
は
防
空
頭
巾
が
用
意
し
て
あ

り
、
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
授
業
を

や
め
て
裏
山
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

戦
況
と
と
も
に
物
資
が
無
く
な
り
、

「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
。
勝
つ
ま
で
は
。」

と
、
我
慢
の
生
活
が
続
き
ま
し
た
。

服
や
靴
の
配
給
も
乏
し
く
、
雨
の
日

も
裸
足
と
、
ひ
ど
い
有
様
で
し
た
ね
。

　

学
校
で
は
、「
兵
隊
さ
ん
送
り
」
と

い
っ
て
出
征
す
る
兵
士
を
駅
ま
で
見

送
っ
た
り
、
校
長
先
生
を
先
頭
に
神

社
へ
戦
勝
祈
願
に
行
き
ま
し
た
。
や

が
て
、
兵
隊
さ
ん
が
学
校
に
駐
屯
し
、

食
糧
増
産
の
た
め
に
畑
を
開
墾
し
た

り
、
ガ
ソ
リ
ン
の
代
用
に
松
の
根
か

ら
油
を
取
る
作
業
し
た
り
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
す
ぐ
に

「
物
が
な
い
。
大
変
だ
。」
な
ど
と
言
い

ま
す
が
、
我
々
戦
争
体
験
者
に
は
大
し

て
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
物
や
食
べ
物

を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
戦
後　

年
６０

た
っ
た
今
で
も
身
に
付
い
て
い
ま
す
。
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仲田　義一さん
昭和８年生まれ

歴 史 民 俗
資 料 館
特 別
企 画 展
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大和田まささん
大正１５年生まれ

浅川　�郷さん
大正１０年生まれ

　

戦
争
が
始
ま
り
召
集
令
状
が
届
く

と
、
近
所
の
女
の
人
み
ん
な
で
千
人
針

を
縫
い
ま
す
。
私
は
寅
年
生
ま
れ
な
の

で
母
親
か
ら
「
た
く
さ
ん
縫
い
な
さ

い
。」
と
言
わ
れ
た
の
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

ト
ラ
は
「
千
里
行
っ
て
も
必
ず
元
気
で

千
里
戻
っ
て
く
る
。」と
い
う
言
い
伝
え

か
ら
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

当
時
は
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
農
作
業

に
励
み
ま
し
た
。
自
分
の
畑
が
早
く
終

わ
る
と
、
出
征
家
族
の
畑
に
も
ど
ん
ど

ん
手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
。
隣
近
所
で

よ
く
助
け
合
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
食
事

は
、
麦
ご
飯
に
漬
け
物
、
み
そ
汁
、
た

ま
に
野
菜
の
煮
物
。
米
や
砂
糖
、
醤
油

な
ど
は
配
給
で
し
た
。
ど
こ
も
粗
食

だ
っ
た
の
で
、
も
っ
と
お
い
し
い
も
の

が
食
べ
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
子
供
た
ち
は
、
二
本
ハ
ナ
を
垂
ら

し
て
い
ま
し
た
ね
。
栄
養
状
態
が
悪
い

と
ハ
ナ
を
垂
ら
す
と
の
こ
と
。
そ
ん
な

光
景
は
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

　

こ
ん
な
に
豊
か
な
世
の
中
に
な
る
と

は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
精
神

面
も
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
日
本
は
、
み
ん
な
で
仲
む
つ
ま

じ
く
助
け
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

������

　

私
は
昭
和　

年
に
軍
へ
入
隊
。
３

１７

か
月
の
訓
練
の
後
、
中
国
北
部
へ
派
遣

さ
れ
、
そ
こ
で
８
月
９
日
に
ソ
連
の
満

州
侵
攻
を
受
け
ま
し
た
。
終
戦
後
ま

も
な
い
９
月
に
、
私
た
ち
は
一
か
所
に

集
め
ら
れ
、「
日
本
軍
が
破
壊
し
た
道

路
や
鉄
道
の
修
復
を
す
る
の
で
従
う

よ
う
に
！
」
と
ど
こ
に
行
く
の
か
も
分

か
ら
ず
に
列
車
に
乗
せ
ら
れ
、
約　

日
５０

か
け
て
収
容
所
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
の
作
業
は
主
に
木
の
伐
採
で

し
た
。
寒
い
時
は
マ
イ
ナ
ス　

℃
。
一

６０

番
冷
え
る
の
が
太
陽
が
出
る
午
前　

時
１０

頃
。
作
業
中
に
は
、
全
身
凍
傷
の
前
兆

で
眠
く
な
る
者
も
出
ま
し
た
が
、
叩
い

た
り
無
理
に
運
動
さ
せ
た
り
し
て
兵
舎

に
帰
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
中

へ
入
れ
る
と
急
激
な
温
度
差
で
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、　

分
程
運
動
さ

１５

せ
て
か
ら
休
ま
せ
ま
し
た
。
当
初
は
７

５
０
人
い
た
仲
間
も
、
翌
年
ま
で
に
１

２
０
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
帰
国
で
き
ま
し
た
が
、

２３

い
ず
れ
に
し
て
も
む
ご
い
経
験
で
し

た
。
向
こ
う
で
な
く
な
っ
た
か
た
の

家
族
に
は
、
お
話
し
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

��������	



広報なか９月号９

①① ②②

　那珂市・横手市ミニバスケットボール少年団交流大会が８月２０日、那珂総
合公園アリーナで開催されました。歴史的に深い縁で結ばれた横手市と那
珂市。昨年１０月の姉妹都市盟約締結に先駆けて平成１４年から始まったス
ポーツ少年団同士の交流会も、今年で４年目を迎えます。
　今年は、「横手ブルズ」、「ASAKURA」のミニバスケットボール２チーム
３７人を迎えての交流大会。全試合、白熱した好ゲームが展開されました。
結果は、那珂市が４戦全勝。今年の交流大会は、那珂市に軍配が上がりまし
た。また、「両市コーチ同士も交流を」とコーチの皆さんによる交流試合も
行われました。予定外の試合に、選手たちも大喜び。ダンクシュートや華
麗なシュートが決まるたびに、歓声が上がっていました。
　閉会式で、廣木夫美雄本部長から「一人では試合には勝てない。いいパス
をもらえるから、シュートが決ま
る。これからも自分の技術を磨く
とともに友だちとのコミュニケー
ションを大切にしてほしい。今年
も素晴らしい交流会ができてとて
もよかった。」と講評があり、交流
大会は閉会しました。来年の夏
は、横手市で交流会が開催される
予定です。

■参加チーム（両市とも混合チーム）

那珂市　菅谷東、菅谷西、五台、芳野、

もちの木、瓜連

横手市　横手ブルズ、ASAKURA

■試合結果

男子　那珂市Ａ　４９－２０　横手市Ａ

　　　那珂市Ｂ　６０－３６　横手市Ｂ

女子　那珂市Ａ　６０－３３　横手市Ａ

　　　那珂市Ｂ　４９－３５　横手市Ｂ

■優秀選手賞（敬称略）

男子　那珂市　石川航平（芳野）

　　　　　　　堀口雅史（瓜連）

　　　　　　　冨山賢也（菅谷東）

　　　横手市　高橋　樹、藤原竜也、

　　　　　　　江上　領

女子　那珂市　樫村優子（瓜連）

　　　　　　　津田葉摘（芳野）

　　　　　　　加藤里紗（菅谷西）

　　　横手市　佐藤麗奈、菅原望未、

　　　　　　　鈴木千晶

③③ ⑤⑤④④

⑥⑥
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①インターセプト後、速攻に転じシュートを決める那珂市
男子Ｂチーム　②切れ味の鋭いドリブルで攻撃に転じる横
手市女子Ａチーム　③「お互いに交流を深めてください」と
あいさつをする小宅市長　④選手宣誓をする字原彩佳さん
㊧（菅谷東）と石川航平さん㊨（芳野）　⑤戦況を見つめる那
珂市女子チーム　⑥健闘を讃えあう両市の選手たち
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１０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
��

�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
	
	



◆
訓
練
日
時

平
成　

年
９
月　

日（
金
）

１７

３０

午
前
８
時　

分
〜
午
後
１
時　

分

３０

３０

◆
主　

催　

茨
城
県
、
那
珂
市
、
東
海
村
、
ひ
た
ち

な
か
市
、
日
立
市
、
常
陸
太
田
市

◆
対
象
事
業
所

三
菱
原
子
燃
料
株
式
会
社　

那
珂
郡
東
海
村
舟
石
川
６
２
２－

１

◆
住
民
避
難
訓
練
対
象
地
区

本
米
崎
、
向
山
、
横
堀
地
区
及
び
本
米

崎
小
学
校

◆
避
難
場
所　

市
中
央
公
民
館

◆
主
な
訓
練
内
容

【
緊
急
時
通
報
連
絡
訓
練
】
事
業
所
他
各

関
係
機
関
と
の
通
報
連
絡
訓
練
を
行
い

ま
す
。

【
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
】
市
役
所
内

に
設
置
し
、
事
故
対
応
を
行
い
ま
す
。

【
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
訓
練
】
茨

城
県
、
周
辺
自
治
体
、
原
子
力
緊
急
時

支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
が
１
か

所
に
集
合
し
、
事
故
に
対
し
て
適
切
な

判
断
、
命
令
を
し
ま
す
。

【
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
訓
練
】
発
災
事

業
所
周
辺
の
放
射
線
量
を
測
定
し
ま
す
。

【
住
民
広
報
活
動
訓
練
】
住
民
へ
の
情
報

提
供
と
し
て
防
災
行
政
無
線
（
戸
別
受

信
機
）
を
使
用
し
、
市
内
全
域
に
広
報

を
行
い
ま
す
。

【
住
民
避
難
訓
練
】
本
米
崎
、
向
山
、
横
堀

地
区
の
住
民
と
本
米
崎
小
学
校
児
童
の

避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
緊
急
被
ば
く
医
療
訓
練
】
避
難
者
の
被

ば
く
・
汚
染
状
況
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

【
災
害
派
遣
運
用
訓
練
】
避
難
所
に
お
い

て
自
衛
隊
に
よ
る
非
常
食
の
炊
き
出
し

を
行
い
ま
す
。

○
訓
練
当
日
は
防
災
行
政
無
線
（
戸
別
受

信
機
）
を
使
用
し
て
訓
練
放
送
を
数
回

行
い
ま
す
の
で
、
事
故
と
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
訓
練
は
雨
天
で
も
実
施
し
ま
す
が
、
訓

練
当
日
に
何
ら
か
の
災
害
が
起
こ
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は
前
日
ま
で

に
何
ら
か
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き

は
、
訓
練
を
中
止
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

市政だより 市政だより 
　

平
成　

年
９
月　

日
に
発
生
し
た
Ｊ
Ｃ

１１

３０

Ｏ
臨
界
事
故
時
の
対
応
を
教
訓
に
、
茨
城

県
及
び
原
子
力
施
設
所
在
市
町
村
、
周
辺

市
町
村
で
は
、
防
災
業
務
関
係
者
の
対
応

能
力
向
上
と
地
域
防
災
計
画
の
実
効
性
評

価
、
住
民
へ
の
知
識
普
及
・
意
識
向
上
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
平
成　

年
か
ら
原
子

１３

力
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
９
月　

日
に
実
施
さ
れ
、
那
珂
市

３０

も
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。

　

市
が
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
て
き
た
訓
練

で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た
住
民

広
報
や
災
害
対
策
本
部
の
設
置
、
事
業
所

他
関
係
機
関
と
の
通
報
連
絡
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で
は

新
た
に
、
本
米
崎
、
向
山
、
横
堀
地
区
及
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び
本
米
崎
小
学
校
を
対
象
に
住
民
避
難
訓
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練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
該
当
地
区
の
か

�
�

�た
を
は
じ
め
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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●「ヘルメット」落下物から頭を守ります。●「非常

用食料や飲料水」長期保存でき、火を使わなくてよ
いものなどを用意しておきましょう。●「懐中電灯」

災害では電気が止まるおそれがあります。夜間の災
害に備えて、各部屋に置きましょう。●「携帯ラジ

オ」災害情報を入手するために欠かせません。電池
切れには注意してください。●「軍手」作業するとき
に必要です。

��������	
���
��

　市には、震度計が市役所（本庁）と瓜連支所の２
か所に設置されています。地震データは、自動的に
茨城県防災情報ネットワーク回線を利用して茨城県
消防防災課に送られた後、気象庁に配信され、テレ
ビ各局でニュース速報されます。速報では震度が大
きい地区から流れますので、市内で地震を感じても
一定以下の震度の場合、放送されないことがあり
ます。

��������	
��
���
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先
の
阪
神
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越

地
震
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
、
そ
れ
に
付

随
す
る
津
波
な
ど
、
自
然
災
害
の
猛
威

は
、
い
つ
私
た
ち
の
生
活
に
襲
い
か
か
っ

て
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と

た
び
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
電

気
・
水
道
・
交
通
・
電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
は
寸
断
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
市
で
は
、
防
災
訓
練
の
実

施
を
は
じ
め
防
災
行
政
無
線
や
防
災
資
機

材
の
整
備
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
災
害
発
生
直
後
に
は
、
市
や
国
、

県
な
ど
の
対
応
（
公
助
）
を
待
つ
だ
け
で

は
な
く
、
ま
ず
自
ら
の
身
を
守
り
（
自

助
）、
地
域
一
体
と
な
っ
て
助
け
合
っ
て

（
共
助
）安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
か
、
災
害
時
備
蓄

品
の
用
意
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
企
業
内

で
事
前
に
行
動
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。　

　

災
害
が
発
生
し
避
難
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
市
で
は
防
災
行
政
無
線
や
広

報
車
等
を
利
用
し
て
住
民
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
現
在
お
住
ま
い
の
地
区
の

避
難
場
所
の
確
認
と
、
そ
の
場
所
ま
で
の

避
難
経
路
を
い
く
つ
か
決
め
て
お
き
、
も

し
も
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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■那珂市の避難所 （平成１７年８月現在）

所　在　地名　　称地　区
本米崎２７０６本米崎小学校

本 米 崎
本米崎１５１３本米崎公民館
横堀１５０２－１横堀小学校向 山

横 堀
堤
杉

横堀１７２２－１横堀公民館
横堀１５２６－１ふれあいセンターよこぼり
向山１２８２笠松運動公園
額田南郷２３７６－４第二中学校

額 田 額田北郷３１１額田小学校
額田北郷６１２額田公民館
菅谷２３７８菅谷小学校

菅 谷
福 田

菅谷４５４２－１菅谷西小学校
菅谷８９１－２菅谷東小学校
後台２５４７第一中学校
菅谷２４７６第四中学校
菅谷３１９８総合保健福祉センターひだまり
福田１８１９中央公民館
後台２５４７第一中学校後 台

中 台
東 木 倉
西 木 倉
豊 喰
津 田
上 河 内

東木倉９６０－１五台小学校
東木倉９８３水戸農業高等学校
後台１７１０－１那珂高等学校
東木倉９６０－２茨城女子短期大学
後台１４８５－１茨城学園
戸２２９７戸多小学校戸

田 崎
大 内
下 江 戸
上 国 井

戸４６９２茨城県林業試験場
戸４５８９茨城県植物園
戸崎４２８－２那珂総合公園
戸３６２８－１宿農村集落センター
戸４５８９茨城県植物園

飯 田
鴻 巣
戸 崎

戸崎４２８－２那珂総合公園
飯田３６４９第三中学校
飯田３９９２芳野小学校
飯田３０７－１ふれあいセンターよしの
飯田３６４９第三中学校鹿 島

門 部
北 酒 出
南 酒 出

門部２７６５木崎小学校
門部２７１５－２門部第５区農村集落センター
静５６４－１静公民館

静
下 大 賀
瓜 連 上
古 徳
平 野

下大賀１５２６－１下大賀公民館
瓜連１６０１瓜連上公民館
瓜連１２９６瓜連小学校
瓜連３７１総合センターらぽーる
古徳１９１－４古徳公民館
平野１８００－３３３平野コミュニティセンター
古徳３１０瓜連体育館

瓜 連 中
瓜 連 下
中 里
瓜連鹿島

瓜連１２２４－１瓜連中公民館
瓜連１０１５－３瓜連中学校
瓜連５０７－５瓜連下公民館
中里５８３－５中里公民館
鹿島１２７９－３瓜連鹿島公民館
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※
居
住
費
と
は

施
設
の
利
用
代
＋
電
気
、
ガ
ス
、
水
道

等
の
光
熱
水
費
な
ど
に
相
当
す
る
費
用

※
食
費
と
は

食
材
料
費
＋
調
理
に
か
か
る
費
用
（
栄

養
管
理
は
介
護
保
険
給
付
）

対
象
と
な
る
施
設
及
び
サ
ー
ビ
ス

○
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健

施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
け

る
居
住
費
と
食
費

○
短
期
入
所
生
活
介
護
・
短
期
入
所
療
養

介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）に
お
け
る
居

住
費
と
食
費

○
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）と
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
デ
イ
ケ
ア
）に
お

け
る
食
費

■
居
住
費
や
食
費
は
施
設
と
の
契
約
で
決

ま
り
ま
す

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
た

の
居
住
費
や
食
費
は
施
設
と
の
契
約
に

よ
っ
て
決
ま
り
、
施
設
に
よ
っ
て
金
額
が

異
な
り
ま
す
。
標
準
的
な
費
用
額
（
基
準

費
用
額

：

施
設
に
お
け
る
居
住
費
・
食
費

の
平
均
的
な
費
用
を
勘
案
し
て
定
め
る

額
）
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

■
所
得
の
低
い
か
た
は
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す

　

低
所
得
の
か
た
の
施
設
利
用
が
困
難
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
所
得
の
段
階
（
利
用

者
負
担
段
階
）
に
応
じ
た
負
担
の

上
限
額（
負
担
限
度
額（
表
２
））が

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
負
担
限
度
額

を
超
え
た
部
分
（
基
準
費
用
額
ま

で
）
に
つ
い
て
は
「
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
、
介

護
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
５

年
。
介
護
保
険
の
導
入
に
よ
り
、
多
く
の

か
た
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
家
族
の
介
護
負
担
も
軽
減
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
高
齢
社
会
の
進

展
・
介
護
保
険
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
保
険
料
の
上
昇
を
で
き

る
限
り
抑
え
る
た
め
に
は
、
介
護
保
険
か

ら
給
付
さ
れ
る
費
用
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
趣
旨
を
踏
ま

え
、
今
年
の　

月
か
ら
施
設
サ
ー
ビ
ス
等

１０

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
回
は

そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
居
住
費
・
食
費
が
自
己
負
担
に
な
り
ま

す

　

現
在
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
か
た
の

居
住
費
（
光
熱
水
費
な
ど
）
や
食
費
（
一

部
自
己
負
担
）
は
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
在
宅
の
か
た
は
居
住

費
、
食
費
を
自
己
負
担
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
負
担
を
公
平

に
す
る
た
め
に
、
平
成　

年　

月
か
ら
施

１７

１０

設
に
入
所
し
て
い
る
か
た
の
居
住
費
・
食

費
が
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

■基準費用額（１日当たり）

食　費

居住費

多　床　室従　来　型
個　室

ユニット型
準個室

ユニット型
個　室

１，３８０円３２０円１，６４０円
（１，１５０円）１，６４０円１，９７０円

表１

注：（　）内は介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の場合

■負担限度額（１日当たり）

食 費 の
上 限 額

居 住 費 の 上 限 額

利 用 者 負 担 段 階
多　床　室従　来　型

個　室
ユニット型
準個室

ユニット型
個　室

３００円０円４９０円
（３２０円）４９０円８２０円

・老齢福祉年金受給者で世帯全員が
住民税非課税のかた
・生活保護受給者 （第１段階）

３９０円３２０円４９０円
（３２０円）４９０円８２０円

合計所得金額＋課税年金
収入額が８０万円以下のか
た （第２段階）

世帯全
員が住
民税非
課税 ６５０円３２０円１，３１０円

（８２０円）１，３１０円１，６４０円
合計所得金額＋課税年金
収入額が８０万円を超える
かた （第３段階）

表２

注：（　）内は介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）を利用した場合

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

が
見
直
さ
れ
ま
す
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■
負
担
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す

　

負
担
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係
に
申
請
を
し
、

「
介
護
保
険
特
定
負
担
限
度
額
認
定
証
」の

交
付
を
受
け
、
施
設
に
提
示
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

■
介
護
保
険
制
度
施
行
以
前
か
ら
施
設
に

入
所
し
て
い
る
か
た
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
制
度
施
行
以
前
か
ら
施
設
に

入
所
し
て
い
る
か
た
（
旧
措
置
入
所
者
）

の
負
担
減
額
措
置
は
、
平
成　

年
度
ま
で

２１

延
長
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
居

住
費
や
食
費
に
関
し
て
も
従
来
の
負
担
よ

り
増
え
な
い
よ
う
配
慮
が
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
認
定
証
は
廃
止
さ
れ
、
新
し
く

「
介
護
保
険
特
定
負
担
限
度
額
認
定
証
」に

な
り
ま
す
の
で
、
市
介
護
福
祉
課
に
申
請

を
し
、
認
定
を
受
け
て
、
認
定
証
を
施
設

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
２
段
階
が
、
新
た
に
２
つ
の
段
階
に

分
か
れ
ま
す

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、

月
々
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
１
割
負
担
の
合

計
額
が
表
３
の
上
限
額
を
超
え
た
場
合
に

超
え
た
分
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
が
、
所
得
の
低
い
か
た
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
第
２
段
階
の
か
た
の
上
限
額

が
見
直
さ
れ
ま
す
。

■
こ
の
ほ
か
の
軽
減
制
度

　

所
得
の
低
い
か
た
の
負
担
軽
減
制
度
と

し
て
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用
者
負

担
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
改

正
に
よ
り
対
象
が
、
単
身
世
帯
で
年
収
が

１
５
０
万
円
以
下
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
他
に
も
預
貯
金
・
資
産
・
扶
養

な
ど
の
適
用
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

１８

が
大
き
く
改
正
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
で
検
討
中
で
す

が
、
今
回
は
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

　

要
介
護
・
支
援
状
態
の
改
善
や
悪
化
防

止
の
た
め
、
い
ま
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
予

防
の
視
点
（「
新
予
防
給
付
」）
を
取
り
入

れ
ま
す
。
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
筋

力
向
上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
が

加
わ
り
ま
す
。

■
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
確
立

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
多
様
で
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
を

創
設
し
ま
す
。

　

地
域
で
の
総
合
的
な
相
談
受
付
、
介
護

予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
行
う
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
し
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
の

基
準
と
な
る
額
が
見
直
さ
れ
ま
す

平
成　

年
４
月
か
ら
の
改
正
の

１８

お
し
ら
せ（
概
要
）

■負担限度額（月額）

１か月の１割

負担の上限額
区　　分（条件）

３７，２００円

○一般被保険者

　〔下記第１、第２段階以外〕

 （第３段階）

２４，６００円

○本人及び世帯全員が住民税非

課税のかた

 （第２段階）

１５，０００円

○生活保護の受給者

○老齢福祉年金受給者で本人及

び世帯全員が住民税非課税の

かた （第１段階）

※同一世帯に要介護認定を受け、サービスを利用する高齢者が複数いる場合は、それぞれ同じ月の利用者負担を合算した金額が上表の
額を超えた場合、超えた分について高額介護サービス費を支給します。

１か月の１割

負担の上限額
区　　分（条件）

３７，２００円
○一般被保険者
　〔下記第１～第３段階以外〕
 （第４段階）

２４，６００円

○合計所得金額＋課税年
金収入額が８０万円を超
えるかた

 （第３段階）

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

１５，０００円

○合計所得金額＋課税年
金収入額が８０万円以下
のかた

 （第２段階）

１５，０００円

○生活保護の受給者
○老齢福祉年金受給者で本人及
び世帯全員が住民税非課税の
かた

 （第１段階）

表３【改正前】 【改正後】



１４

も
、
市
役
所
や
役
場
に
設
置
さ
れ

た
簡
易
ス
タ
ジ
オ
の
運
営
は
自
治

体
職
員
だ
け
で
行
う
「
手
作
り
放

送
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
は
、
６
月
と
７
月
の

２
か
月
間
、
毎
週
水
曜
日
に
計
９

回
放
送
し
ま
し
た
。
毎
回
、
多
彩

な
ゲ
ス
ト
に
ご
登
場
い
た
だ
き
、

那
珂
市
の
魅
力
を
県
内
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
第
１
回
（
６
月
１
日
）

　
「
那
珂
市
の
旬
の
野
菜
」

■
第
２
回
（
６
月
８
日
）

「
パ
ー
コ
フ
ィ
さ
ん
の
国
際
交

流
授
業
」

■
第
３
回
（
６
月　

日
）

１５

　
「
茨
城
県
植
物
園
を
ご
紹
介
」

■
第
４
回
（
６
月　

日
）

２２

「
古
代 
倭  
文 
織
り
の
復
元
を
目

し 

ず

指
し
て
」

■
第
５
回
（
６
月　

日
）

２９

「
世
界
に
誇
る
日
本
原
子
力
研

究
所
那
珂
研
究
所
」

■
第
６
回
（
７
月
６
日
）

「
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
と
し
ど

り
の
里
」

■
第
７
回
（
７
月　

日
）

１３

「
一
の
関
た
め
池
親
水
公
園
の

曲
が
り
屋
と
白
鳥
」

■
第
８
回
（
７
月　

日
）

２０

「
菅
谷
の
大
助
ま
つ
り
」

■
第
９
回
（
７
月　

日
）

２７

「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
０
５
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
で
は
、
平

成　

年　

月
１
日
か
ら
地
上
波
デ

１６

１０

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
り
ま

し
た
。
月
曜
か
ら
金
曜
の
毎
日
お

よ
そ
２
時
間　

分
、
水
戸
放
送
局

４０

か
ら
公
開
生
放
送
で
地
域
の
話
題

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

午
前　

時　

分
か
ら
は
、
身
近

１１

３０

な
生
活
情
報
を
取
り
上
げ
る
「
こ

ん
に
ち
は 
い
ば
ら
き
わ
い
わ
い

ス
タ
ジ
オ
」
が
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
番
組
の
名
物
コ
ー
ナ
ー

が
「
ま
ち
む
ら
発
！
情
報
ス
タ
ジ

オ
」
で
す
。
県
庁
や
県
内
各
地
の

市
役
所
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
簡
易

ス
タ
ジ
オ
か
ら
毎
回
生
中
継
で
、

地
域
の
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
、
観
光

情
報
、
行
政
情
報
な
ど
が
放
送
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
放
送
内
容
の
企
画
か

ら
演
出
ま
で
、
全
て
自
治
体
職
員

が
担
当
し
て
い
ま
す
。
放
送
当
日

������
��������
���������	
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�����������

NHK水戸放送局に放送データを送るカメラ

第９回放送「なかひまわりフェスティバル２００５」のスタジオの様子

　「こんにちはいばらきわいわい
スタジオ」は、くらしに役立つ情
報満載です。生活の知恵や地元の
旬の食材を使ったクッキング、生
活を豊かにする趣味実用講座、気
になる健康情報など、いばらきの
くらしに役立つ情報が盛りだくさ
んの３０分です。また、毎日、県内
各地の市役所や役場などと中継
し、地域の話題を放送しています。
主役は、茨城県民の皆さんです！



広報なか９月号１５

■火災警報器とは

　住宅火災による死者は、建物火災による死者全体の約
９割を占め、その６割程度が６５歳以上の高齢者となって
います。また住宅火災で亡くなられたかたの約７割が「逃
げ遅れ」となっており、その原因として「熟睡・泥酔・身体
不自由」などがあげられます。その際、亡くなられたかたが
居た場所として「居間・寝室」が、７割以上を占めていま
す。より早く火災の発生を認知していれば助かったかたも
多いと思われます。そんな恐ろしい火災の発生をいち早く
知らせてくれるのが「火災警報器」です。火災警報器には、
「乾電池タイプ」と「乾電池不要タイプ」とがあり、それぞれ
に「煙式」と「熱式」の種類があります。皆さんの住居にどれ
が適切であるかは、専門的な知識等も必要なことから、詳
しくは、住宅会社、工務店、消防署などにお問い合わせく
ださい。

■火災警報器の設置は、義務!?

　消防庁では消防法を改正して、全国一律に住宅用火
災警報器等の設置が義務付けられました。新築住宅で
は、平成１８年６月１日から適用されます。既存住宅の
適用時期は各市町村条例で定めることになり、那珂市
では火災予防条例で平成２０年６月１日から施行されま
す。既存住宅においても火災から大切な生命を守るた
めに、早い段階での設置をしましょう。
※既存住宅の義務化は、那珂市では平成２０年６月１日

からとなります。それまでは「義務」ではありません。

■そして新しい詐欺…

　「消防署の方からきました。火災警報器が義務と
なったので確認にきました」「消防の許可で町内会を
回っています」「消防署から依頼されています○○工業
です」などなど…。
　警報器の訪問販売が目立つようになってきていま
す。警報器は一般的に１，０００円から１万数千円程度で
購入できます。これに対し業者は取り付け込みで２万
円程度で販売しているようです。人によっては高額と
は思わずに取り付けてしまうようです。しかし、義務
化と明言して条例対象外住宅において購入を迫れば詐
欺罪に抵触する可能性があります。不審な業者が家や
店に来たら、まず消防署か市役所にご連絡ください。

【その他の問い合わせ機関】

　市消防本部　予防課　　　�２９５－２１１４

　茨城県消費生活センター　�２２５－６４４５

　那珂警察署　　　　　　　�３５２－０１１０

芳野学童エコクラブが
全国水生生物調査に参加しました

～火災警報器の悪質商法に気をつけて～

気をつけて！ 気をつけて！ 
あなたはいつも 
狙われています 

6

問い合わせ 
生活安全課消費生活係 
�２９８－１１１１　内線４４３ 

問い合わせ 
生活環境課環境保全係 
�２９８－１１１１　内線２５５ 

ミニ ミニ 

6環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

●全国水生生物調査

　環境省が主催している水生生
物調査で、川の中にどんな生き物
が住んでいるかを調べることに
より、川の水質を調査します。芳
野学童エコクラブは今年初めて
参加しました。

●調査へ出発！

　調査をバック
アップしてくれ
た応援団のかた
から説明を受け
た後、近くの用
水路へ出発で
す。子どもたち
は夢中になって
川底を網で探
り、生き物を捕まえました。みんな川の中に入るのも、
生き物を手で掴むのもへっちゃらです。
　ドジョウやザリガニ、カワニナなどがたくさん捕れ
て、子どもたちはおおはしゃぎでした。

●どんな生き物がいたかな？

　みんなで捕ま
えた生き物を全
て記録します。
名前のわからな
い生き物は図鑑
で調べました。
また、生き物に
詳しい荻沼正和
先生（水戸市）

から、様々な生き物の特徴やどんなところにすんでいる
のかについて教えていただきました。

●川を大切にしよう

　川が汚れると、すめなくなってしまう生き物もいま
す。川を汚さないようにすることの大切さや、自然の生
き物を大事にすることを学んだ１日になったようです。

��������	
��

○冷房や暖房の温度は、夏は２８℃、冬は２０℃ に設定しま

しょう

○近所へ出かける時には、自転車を使いましょう



１６

■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

　那珂町商工会女性部が主催する
「なかカレッジ」の入学式が７月２９
日、ふれあいセンターよこぼりで開
催されました。同商工会女性部のほ
か瓜連町商工会や一般のかたから学
生を募った今年のカレッジには、市
内外の女性１２０人が入学。１１月まで
健康医学をはじめ、人文学、建築学、
伝統芸能、心理学など様々なジャン
ルを学んでいきます。式では、入学
生を代表し、鷲元昌代さん（本米崎）
が「楽しみながら学びたいと思いま
す」と誓いの言葉を述べました。

��������	
�
商工会女性部「なかカレッジ」入学式

　県内の高校生、大学生を中心に活
動する団体「いばらき新鮮組」の下
草刈りボランティアが８月２０日、茨
城県民の森で行われました。今回で
３回目となるこの作業には、約１００
人が参加。猛暑の中、刃渡り４０cm
の大鎌で約１時間半、汗びっしょり
になりながら作業が行われました。
終了後、那珂市地域女性団体連絡会
の皆さんから、おにぎりや冷たい麦
茶がふるまわれ、参加者は「汗を流
した後の食事は格別。機会があれば
また参加したい」と話していました。

��������	
�
「いばらき新鮮組」が下草刈り

　第２０回非核宣言自治体全国大会が
８月５日、広島県民文化ホールで開
催されました。今年は被爆６０周年の
節目の年、小宅市長をはじめ全国か
ら参集した多くの非核宣言自治体の
首長は、平和事業の取り組みについ
ての意見交換をし、相互に手を携え
ていくことを確認しました。翌６日、
小宅市長は広島市原爆死没者慰霊式
及び平和祈念式に参列。「改めて、核
兵器廃絶と世界恒久平和の実現に向
けて取り組む必要性を強く感じた」と
述べました。

�������������
第２０回非核宣言自治体全国大会

　鷺内区の高齢者クラブ「鷺匠会」
（飯塚猛会長）では、地域の子どもた
ちと交流を深めようと「カブトムシ
ふれあいネットワーク」の事業を
行っています。幼虫から育てたカブ
トムシを自然に帰し、１０４日間の観
察結果や感想などを発表する「里帰
り報告会」が８月２０日、鷺内生活改
善センターで行われました。５月８
日から辛抱強く育ててきたカブトム
シや卵が産み付けられた容器を持ち
寄った子どもたちは、飼育の難しさ
や楽しさを発表し合いました。

��������	
��

鷺匠会が子どもたちとふれあいを

　今年で１９回を数える毎年恒例の瓜
連上地区夏祭りが７月３０日、同地区
公民館前広場で開催されました。
　ステージが設置された広場では、
カラオケ大会が催され、熱気溢れる
歌声に会場からは大歓声。マジッ
ク、ダンスなども披露され、集まっ
た人たちを楽しませていました。ま
た、焼きそばやカキ氷などの模擬店
も出店され、夏祭りのムードを盛り
上げました。地域の皆さんは、夏の
夕暮れのひとときを楽しく過ごし、
祭りは大盛況のうちに終了しました。

��������	
�
第１９回瓜連上地区夏祭り

����������
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　民生委員は、高齢者や障害
者、生活に困っているかたの相
談相手・支援者として活動して
います。また、同時に児童委員
として、子どもをめぐる様々な
問題についても相談活動や環境
づくりなどをし、行政とのパイ
プ役としての役割を担っていま
す。今回、欠員になっていた地
区の民生委員・児童委員が決ま
りましたので、ご紹介します。 
（敬称略）

○向　田　博　明
担当地区：菅谷（中宿東区１８～

２４、２７～３１、３８、４４
班）

○津久井　昌　明
担当地区：額田（新道、古宿）

（任期：平成１７年８月１日～）
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地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　市内各小学区を勝ち抜いた２２
チームによる第１回那珂市子ども会
親睦球技大会が７月３０日、那珂総合
公園で開催されました。
　真っ黒に日焼けした子どもたちは
練習の成果を十分に発揮し、好試合
が繰り広げられました。
　決勝に駒を進めたのは東組子ども
会Ａと戸多北子ども会。点を取られ
ては取り返す互角の戦いを展開した
末、最終回、ランナーを１塁、２塁
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第１回那珂市子ども会親睦球技大会

に置いた東組子ども会Ａは、逆転サ
ヨナラホームランを放ち、那珂市初
のチャンピオンに輝きました。
　入賞したチームは、次のとおり。
優勝　東組子ども会Ａ（菅谷東小学
区）／準優勝　戸多北子ども会（戸多
小学区）／第３位　東組子ども会Ｂ
（菅谷東小学区）／第４位　あおぞら
子ども会（瓜連小学区）

　JR水郡線常陸鴻巣駅ふれあい駅
舎で８月６日、よしのワーキング実
行委員会が主催する三世代交流七夕
まつりが開かれました。この日集
まったのは、地元の子ども会やお年
寄りの皆さん。色紙で作った飾りや
短冊を取りつけ、七夕飾りを作成し
て交流を深めました。短冊には
「サッカー選手になりたい」「海外で
活躍したい」などの願い事が書かれ
ており、参加した子どもからは「夏
休みの楽しい思い出になった」との
感想がありました。
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常陸鴻巣駅舎で七夕まつり

　来春公開予定の映画「夜のピク
ニック（長澤雅彦監督）」のロケ撮影
が７月２８日、那珂総合公園で行われ
ました。この映画は、水戸一高で実
施されている、夜を徹して８０kmを
歩き通すという伝統行事を舞台とし
たものです。
　集まったのは県内各地の高校生エ
キストラなど約３００人。撮影は翌朝
４時まで続きましたが、参加者は疲
れた顔も見せず「映画の製作に携わ
れるのがうれしい」と興奮して話し
ていました。
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那珂総合公園で映画の撮影

　ハジキ灯ろう作り教室が８月７
日、ふれあいセンターよしので開催
され、親子連れなど約５０人が参加し
ました。講師を務めたのは、芳野地
区の高齢者クラブのみなさん。子ど
もたちは、講師の指導を受けなが
ら、ナイフを使って竹ヒゴを加工し
たり、障子紙に水彩絵具やクレヨン
で思いおもいの絵柄を描いたりしま
した。一時間ほどの作業で、夏らし
い花火やひまわりなどの灯ろうが完
成。出来上がった灯ろうをうれしそ
うに保護者に見せていました。
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ハジキ灯ろう作り教室が開催

　戦争や事故で亡くなったかたの霊
を慰め平和を祈る灯ろう流しが８月
２１日夜、一の関ため池親水公園で行
われました。この行事は今年で３０回
目を迎えます。同ため池には約１０００
個の灯ろうが流され、参加者は思い
おもいの願いや祈りを胸に、水面に
揺らめく明かりを見つめていました。
　式典では黙とうが行われた後、平
和を願う児童の作文が読み上げられ
ました。また、会場には小学生によ
るあんどんコンクールの作品が展示
され、多くの親子連れが訪れました。
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一の関ため池親水公園で灯ろう流し

（左）優勝した東組子ども会Ａチーム
（右）最後まで健闘し、準優勝となった戸多

北子ども会チーム
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　総務省では、このような行政相談委
員制度や、国の行政に対する苦情・意
見要望を受け付け、公正・中立の立場
から関係行政機関等に必要なあっせん
を行い、その解決・実現の促進を図る
行政相談制度を多くのかたに知ってい
ただき、利用していただくために、１０
月１７日（月）から２３日（日）までの一週間
を『秋の行政相談週間』と定めていま
す。那珂市においては、小泉孝さん
（�２９６－０６０７）、勝山文久さん（�２９８

－４７８５）が行政相談委員として活動し
ています。ご相談は、無料・秘密厳守
ですので、お気軽にご利用ください。
問い合わせ／

総務省茨城行政評価事務所行政相談課

�２２１－３３４７

※課内には、行政苦情１１０番（相談専用

電話）�０５７０－０９０１１０が設置されて

います。

　今年度予防注射を受けていない飼い
犬を対象に、次の日程で予防注射を実
施します。また、未登録の犬を所有の
かたや、新しく犬をお飼いになったか
たはあわせて登録もできます。なお、
飼い犬の具合が悪い場合は、予防注射
を受ける前に必ず申し出てください。
実施日／１０月１５日（土）

○市役所（本庁）駐車場
８：３０～１０：００

○瓜連支所駐車場

１０：３０～１１：３０
集合注射料金／

・犬の登録と予防注射を受ける場合
　５，３００円
・既に登録をされている場合
　３，３００円
　※料金内訳

登録手数料　２，０００円
注射料　２，９００円　
注射済票交付手数料　４００円

申し込み／当日、会場に直接お越しく
ださい。

その他／

愛犬（登録犬）が迷走や死亡、所在地や
所有者が変わった場合は、生活環境課
に届出書類がありますので、ご記入の
上提出してください。なお狂犬病の予
防接種は各動物病院でも受けることが
できます。
問い合わせ／

市生活環境課環境衛生係

�２９８－１１１１　内線２５４

　茨城県の県立高等学校は、平成１８年
春の入学者選抜から通学区域が廃止さ
れ、全県一学区となります。
　住む地域により制限されることな
く、自分の進路希望 に応じて、学校選
択ができるようになります。
問い合わせ／茨城県教育庁高校教育課

高校教育改革推進室　�３０１－５２５１

� 人の動き �

那珂市の人口（８月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，９６８人　　（＋２０）
　女　　　２８，７０３人　　（＋１８）
　計　　　５６，６７１人　　（＋３８）
世帯数　　１９，６００世帯　（＋２４）

狂犬病予防注射を実施します
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　老齢基礎年金は、原則として２５年の資格期間を満たし
た人が６５歳になったときから受けられる年金です。

【年金を受けるために必要な期間】
①保険料を納めた期間
②保険料の全額・半額免除を受けた期間
③厚生年金や共済組合などの加入期間
④任意加入できたが加入しなかった期間（※カラ期間）
⑤第３号被保険者期間
⑥学生納付特例期間・若年者納付猶予期間
これらを合計して、原則として２５年の期間が必要です。
※カラ期間とは
年金額の計算には含まれませんが資格期間に算入でき
る期間のことです。保険料納付期間が２５年に満たない
人は、次のカラ期間をプラスしてください。

��������	
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県立高等学校の通学区域が
廃止されます

� 今月の納税  �

●国民健康保険税 ３期

納期限：９月３０日

皆さんの納めた税がいきてい
ます。市税は、納期限内に納
付しましょう！

７月１５日～８月１４日（敬称略）

切手・テレカボランティアポピー
 １２，５００円
那珂市ゴルフ連盟会長成田正弘
 ３９，５１１円
野木利三郎 １０，０００円
ローソン那珂古徳店 ２，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

①会社員の配偶者で国民年金に任意加入していなかっ
た期間（昭和６１年３月まで）

②学生だった期間（平成３年３月まで）
③厚生年金の脱退手当金を受給していた期間
④日本人で外国に居住していた期間

【老齢基礎年金の年金額（平成１７年度）】
満額で７９４，５００円
４０年間保険料を納めた額です。保険料を納めなかった期
間や免除期間などがある場合の年金額は以下の式によっ
て計算されます。
（計算式）
　７９４，５００円　×

保険料
納付月数

保険料全額
免除月数

×＋ ＋
保険料半額
免除月数

×

加入可能年数　×　１２

２
３

１
３

問い合わせ／市国保年金課国民年金係
�２９８－１１１１ 内線１４３
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）
■ホームページ URL（携帯可）

　http://www.city.naka.ibaraki.jp
■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp
■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

　瓜連支所では、本年４月から９月ま
で試行的に、毎週木曜日の窓口利用時
間を午後７時３０分まで延長し、窓口
サービスに努めてまいりましたが、僅
少な利用者数のため、９月２９日をもっ
て廃止といたします。１０月６日（木）か
らは通常の勤務体制（午後５時１５分ま
で）となりますので、ご注意ください。
　なお、本庁舎においては、従前どお
り毎週木曜日に窓口サービスを午後７
時３０分まで実施しておりますので、ご
利用ください。
問い合わせ／

瓜連支所庶務課庶務係

�２９８－１１１１　内線８１７３

日時／１０月５日（水）、１２日（水）、１９日
（水）、２６日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／那珂市社会福祉協

議会（市総合保健福祉センター「ひだ

まり」内）�２９８－８８８１

日時・場所／

○１０月４日（火）、１９日（火）
　市総合保健福祉センター
 「ひだまり」
○１０月２６日（水）
　市総合センターらぽーる
　※受付時間は、９：３０～１１：００
相談内容／（健康や身体に関する相談）
・生活習慣病予防
・予防接種や赤ちゃんのこと
・こころの悩み、思春期・更年期に関
すること

・各種栄養相談など
費用／無料
持ってくるもの／

　赤ちゃん　母子健康手帳
　大　　人　健康手帳または血圧手帳
担当者／保健師、看護師、栄養士
問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課成人保健係　�２７０－８０７１

　空き地の雑草をそのまま放置する
と、環境衛生上、また防犯上など様々

な問題が発生します。また、所有地内
の樹木が敷地外まで伸びてしまうと、
ご近所に迷惑をかけてしまいます。
　所有者は、定期的に樹木の伐採や雑
草の刈り取りなど、所有地の適正な管
理を心がけ、ご近所の迷惑にならない
ように注意しましょう。
問い合わせ／

市生活環境課生活環境係

�２９８－１１１１　内線２５５

　男女共同参画意識の向上と、女性の
行政への積極的参加を促進することを
目的に、社会の様々な分野の活動に参
画する機会の一つとして、那珂市女性
議会を開催します。
　当日は、２４人の｢一日女性議員」が、
市の将来像についての夢や希望、意見
や要望など、まちづくりに関する身近
なテーマを、通常の市議会と同様に市
執行部に対して一般質問を行います。
　那珂市女性議会の模様を、市民の皆
様にご覧いただけるよう、当日は傍聴
を受け付けます。ご来場をお待ちして
います。　　
日時／１０月２０日（木）

１０：００～１５：００（予定）
場所／那珂市議会議場（市役所２階）
その他／傍聴席の定員（４４人）を超え

た場合、市役所１階ロビーの
テレビモニターにてご覧いた
だけるよう準備いたします。

問い合わせ／

市企画課男女共同参画係

�２９８－１１１１　内線４３５

　毎日の暮らしの中で、例えば「わか
りづらい道路案内標識を改善してほし
い」、「郵便ポストを設置してほしい」、
「施設をバリアフリー化してほしい」
など、困っていること、望んでいるこ
とはありませんか？こんな時、行政相
談委員にご相談ください。
　行政相談委員は、法律に基づいて総
務大臣から委嘱され、皆さんの相談相
手として、国の仕事に関する苦情など
の相談を受け付け、助言や関係機関に
対する通知等を行っています。
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日時／１０月１８日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（１階市民相談室）
相談員／弁護士　

※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１８

法律相談

そうだ！行政相談委員に
相談してみよう！
－秋の行政相談週間－
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２日　はなわ内科クニリック

 （額田南郷）�２９８－２５２６

９日　岡田クリニック （後台）

�２７０－８１８８

１０日　水野医院 （西木倉）

�２９８－８０３９

１６日　瓜連中央医院　　   （瓜連）

�２９６－０２７１

２３日　小豆畑病院 （菅谷）

�２９５－２６１１

３０日　えびすいクリニック（菅谷）

�２９５－８８８１

■診療時間／９：００～１１：３０

※往診はしません。

※保険証は必ず持参してください。

※診療時間外は、茨城県救急医療

情報コントロールセンター（県

メディカルセンター）へお問い

合わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

みんなの健康相談

瓜連支所の窓口時間延長
廃止のおしらせ

市内の環境保全にご協力を！

那珂市女性議会を開催します
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■図書室は、市中央公民館の休館
日（月曜日・月曜日が祝日にあ
たるときはその翌日）が休みと
なります。
����������������
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その愛は、雪のように白く儚   く、

はかな

しかしそれ故に、心に 沁 みわた
し

る。最愛の妻を 喪 って一年後、犬
うしな

のマリーと出会い、絶望し死を願
う作曲家が再び生きる喜びを想い
出す。
新堂冬樹／講談社
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ロック少女だった頃から、小唄を
精進中の今にいたるまで、「音」に
まつわるあれこれの、するどく笑
えるエッセイ。
群ようこ／講談社
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生きる場所を海と定め、律令の世
に牙を 剥 いた男、藤原純友。京か

む

ら坂東への旅、将門との 邂  逅 、空
かい こう

也との出会い、そして伊予へ。大
海原を舞台に展開する歴史小説。
北方謙三／中央公論新社

南極を拠点に活動する極地パイ
ロット・桐村彬が巻き込まれた驚
天動地の謀略のシナリオ。失われ
た権力への執着と富への欲望が果
てしない暴虐と騙しあいを呼ぶ。
死闘の果ての勝者は誰だ。
笹本稜平／光文社

さあ私の太陽神よ、舞い上がれ。
安宿に泊まる私を照らせ。「ああ
寂しいああ悲しいふふ一人だ私
は」作家のパソコンに残された錯
文。孤独と分裂の果てに、「私」は、
それを「彼」に伝えようとするが。
金原ひとみ／集英社
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「俺が仕事をするといつも降るん
だ」クールでちょっとズレてる死
神が出会った６つの物語。音楽を
愛する死神の前で繰り広げられる
人間模様。
伊坂幸太郎／文藝春秋
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【一般図書】●「ロズウェルなんか知らない」篠田節子／講談社●「赤絵の桜
（損料屋喜八郎始末控え）」山本一力／文藝春秋●「世界中が雨だったら」市川
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ももこ／小学館
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広報なか９月号２１

瓜
連 

庄
司　
　

知
由 

文
匡

菅
谷 

佐
藤　
　

英
仁 

康
行

菅
谷 

大
塚　
　

朱
湖 

健
司

平
野 

岡
田　
　

夢
麗 

康
茂

鴻
巣 

古
橋　
　

芭 

裕
美

瓜
連 

小
林　
　

隼
太 

�

菅
谷 

天
下
井　

颯
斗 

英
智

中
台 

宮
本　
　

駿 

正
和

額
田
東
郷 

成
田　
　

沙
弥
夏 

圭
司

菅
谷 

鈴
木　
　

健 

勝
徳

菅
谷 

猪
野　
　

祐
太
朗 

嘉
彦

菅
谷 

森
川　
　

楓 

拓
也

菅
谷 

佐
藤　
　

夏
輝 

孝
史

菅
谷 

阿
久
津　

遥
生 

寿
昭

後
台 

増
子　
　

成
悟 

孝
洋

菅
谷 

�
内　
　

秀
成 

良
行

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

戸 

檜
山　
　

勉 

　

歳
７６

豊
喰 

植
田　
　

正
文 

　

歳
５７

北
酒
出 

小
林　
　

薫 

　

歳
８９

後
台 

後
藤　
　

春
美 

　

歳
３７

杉 

小
澤　
　

俊
光 

　

歳
７３

菅
谷 

古
橋　
　

き
み
子 

　

歳
８０

額
田
南
郷 

加
藤　
　

と
よ 

　

歳
８８

戸 

飛
田　
　

よ
し 

　

歳
８８

戸
崎 

池
�　
　

清
藏 

　

歳
８１

額
田
南
郷 

成
田　
　

う
め 

　

歳
８６

中
台 

塙　
　
　

茂 

　

歳
６７

戸 

助
川　
　

イ
ネ 

　

歳
９３

菅
谷 

檜
山　
　

忠
勝 

　

歳
８６

鴻
巣 

大
内　
　

寿
美
江 

　

歳
８０

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま

か
ら
届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲

載
を
希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

飯
田 

寺
門　
　

い
つ 

　

歳
７９

戸
崎 

古
田
�　

ち
か 

　

歳
９６

中
台 

石
井　
　

登
喜 

　

歳
８７

戸
崎 

松
�　
　

き
ん 

　

歳
８８

杉 

大
森　
　

貞
勝 

　

歳
６７

菅
谷 

山
�　
　

恒
雄 

　

歳
８１

瓜
連 

大
橋　
　

勇 

　

歳
８３

菅
谷 

野
内　
　

な
み 

　

歳
８８

西
木
倉 

金
澤　
　

良
博 

　

歳
８３

額
田
南
郷 

本
多　
　

忠
次 

　

歳
７４

菅
谷 

坂
倉　
　

ミ
ツ 

　

歳
８９

菅
谷 

笹
嶋　
　

好
虎 

　

歳
７８

飯
田 

間
宮　
　

美
和
子 

　

歳
７３

瓜
連 

和
田　
　

孝 

　

歳
６９

中
里 

萩
野
谷　

は
つ
の 

　

歳
８８

菅
谷 

鈴
木　
　

文
雄 

　

歳
６９

福
田 

�
野　
　

光
志 

　

歳
７８

後
台 

鈴
木　
　

ふ
き 

　

歳
９３

瓜
連 

後
藤　
　

四
郎 

　

歳
７６

北
酒
出 

鈴
木　
　

い
ね 

　

歳
９４

額
田
南
郷 

助
川　
　

作
之
助 

　

歳
８１

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

阪
場　
　

菜
奈
美 

俊
彦

菅
谷 

平
石　
　

美
優 

秀
則

堤 

澤
畑　
　

慶
希 

孝
也

額
田
南
郷 

石
井　
　

菜
乃
華 

剛
史

菅
谷 

菊
池　
　

杏
菜 

理

菅
谷 

安
島　
　

奈
佑 

健
二

杉 

佐
藤　
　

夢
夏 

健
太
朗

菅
谷 

横
田　
　

響
樹 

雅
弘

中
台 

有
賀　
　

瑠
渚 

誠
志

菅
谷 

大
畠　
　

優
菜 

達
也

菅
谷 

小
森　
　

昴
輝 

文
幸

中
台 

木
名
瀬　

龍
之
介 

友
和

門
部 

大
川　
　

み
や
び 

満

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
��

�
�
�

��

��

�
�
�
�

ヘルスメイトさんが作る健康料理⑦

■材料　４人分（１人分２４．５kcal）

人参 …………………………… ５０ｇ　　　
ホットケーキミックス ……… ６５ｇ　　　
卵 ……………………………… M　１／２個　
プロセスチーズ ……………… ２５ｇ　　　
牛乳 …………………………… 適量　　　

■作り方

①牛乳パックで型を作ります（牛乳パック
の一面を切り取り、長方形に作る）。

②できた型の内側にサラダ油を塗り、ホッ
トケーキミックスをふるっておきます。
③人参をすりおろします。
④チーズを角切りにします。
⑤ボウルにホットケーキミックス・卵・②
を入れて混ぜ、③を加えて軽く全体を混
ぜます（固いときは、牛乳を少々加えて
混ぜてください）。

⑥牛乳パックに④を流します。
⑦蒸し器に入れ強火で１３分から１５分蒸しま
す。

Cook

�������

■人参を使った低カロリーで、ベータカロ
チンやカルシウムがたっぷりのオレンジ
色の蒸しパンはいかがですか。人参嫌い
のお子さんでもおいしく食べられます。
ぜひ、ご一緒に作られたらいかがでしょ
うか。キャロットパンに麦茶を添えてお
やつにどうぞ。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会那珂支部

門部

大曽根みよ子さん



２２

父・敬司さん　母・千聡さん
９月１０日生まれ（菅谷）

父・雄司さん　母・裕妃さん
９月２６日生まれ（菅谷）

－ご家族からのメッセージ－ 

父・大輔さん　母・舞子さん
９月６日生まれ（平野）

い
っ
ぱ
い
食
べ
て　
大
き
く
な
っ
て
ね

美
姫
は
、
家
族
の
宝
物
�

健
康
に　
大
き
く
育
っ
て
ね

��������� ��

はる ひこ

��������� ���

み き

�������� ��

あゆむ

第 ８ 回 

重
１
０
０
�
を
ゆ
う
に

超
え
る
中
学
生
同
士
が

土
俵
上
で
音
を
立
て
て

ぶ
つ
か
り
合
う
。
那
珂
四
中
の
金

久
保
優
輝
さ
ん
（
１
年
）
は
中
学

相
撲
の
県
大
会
で
準
優
勝
し
、
８

月　

日
に
行
わ
れ
た
全
国
中
学
校

２３
相
撲
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
上
級
生
と
も
対
戦
す
る
大
会

の
た
め
、
ま
だ
１
年
生
の
金
久
保

さ
ん
に
は
不
利
で
し
た
が
、「
大
会

の
張
り
詰
め
た
雰
囲
気
を
肌
で
感

じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
以
上
な

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」
と
笑

顔
。
今
回
の
経
験
を
無
駄
に
は
し

な
い
と
、
来
年
の
大
会
に
向
け
て

早
く
も
稽
古
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
体
格
に
恵
ま
れ

て
い
た
金
久
保
さ
ん
。
地
元
の
相

撲
道
場
に
通
い
始
め
た
の
は
小
学

２
年
生
の
時
で
し
た
。「
中
学
生

か
ら
で
は
遅
い
く
ら
い
。
先
に
始

め
れ
ば
、
ラ
イ
バ
ル
た
ち
に
差
を

つ
け
ら
れ
る
」。
道
場
で
待
っ
て

い
た
の
は
、
体
が
一
回
り
も
大
き

い
中
学
生
や
高
校
生
た
ち
。
土
俵

で
は
容
赦
な
く
投
げ
ら
れ
転
が
さ

れ
の
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
、
持

ち
前
の
負
け
ん
気
の
強
さ
で
厳
し

い
稽
古
に
耐
え
、
小
学
６
年
生
の

大
会
で
は
全
国
８
位
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

中
学
生
に
な
っ
た
現
在
も
相
撲

������
���������	


第５３回全国中学校相撲選手権大会に出場

金久保優輝さん／那珂市立第四中学校１年

体

へ
の
情
熱
は
高
ま
る
ば
か
り
。
週

に
６
日
、
水
戸
農
業
高
校
の
相
撲

部
や
高
萩
市
の
道
場
に
通
い
、
す

り
足
や
四
股
、
ぶ
つ
か
り
と
約
３

時
間
み
っ
ち
り
と
汗
を
流
し
ま
す
。

ま
た
、
体
作
り
も
重
要
な
稽
古
の

一
つ
。「
最
初
の
当
た
り
が
勝
負

を
決
め
る
」
と
食
事
の
た
び
に
１

�
の
牛
乳
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
お

か
げ
で
身
長
約
１
７
０
�
、
体
重

は
約
１
１
０
�
。「
こ
れ
で
も
全

国
レ
ベ
ル
と
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ

平
均
」。
成
長
期
に
ど
れ
だ
け
体

を
作
れ
る
か
が
楽
し
み
と
の
こ
と
。

　

一
瞬
で
決
着
が
つ
く
こ
と
も
あ

る
の
が
相
撲
の
勝
負
。
が
っ
ぷ
り

組
ん
で
も
数
分
間
の
出
来
事
で
す
。

そ
の
わ
ず
か
な
時
間
の
た
め
に
繰

り
返
す
日
々
の
稽
古
。
歯
を
食
い

し
ば
り
な
が
ら
土
俵
に
立
つ
の
は

「
た
だ
勝
ち
た
い
」
の
思
い
か
ら
。

「
一
日
に
で
き
る
こ
と
は
本
当
に

少
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
き
な

目
標
の
た
め
に
は
、
そ
の
一
日
一

日
を
積
み
上
げ
て
い
く
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

将
来
の
夢
と
し
て
角
界
入
り
も

視
野
に
入
れ
る
金
久
保
さ
ん
。

「
頑
張
れ
ば
頑
張
っ
た
分
だ
け
、
結

果
と
し
て
返
っ
て
く
る
の
が
相
撲

の
世
界
。
土
俵
に
上
が
れ
ば
、
重

ね
た
努
力
を
競
い
あ
う
だ
け
」と
、

今
日
も
稽
古
に
打
ち
込
み
ま
す
。

土俵で蹲踞（そんきょ）の姿勢をとる金久保さん
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古
く
か
ら
上
州
の
人
々
に
愛
さ
れ

て
き
た
赤
城
山
、
榛
名
山
、
妙
義
山
。

上
毛
三
山
に
囲
ま
れ
た
群
馬
町
が
私

の
故
郷
で
す
。

　

国
道　

号
で
帰
省
す
る
た
び
懐
か

５０

し
い
風
景
に
出
合
い
ま
す
。
群
馬
に

入
る
と
一
面
の
桑
畑
。
と
い
う
の
も

明
治
時
代
、
日
本
で
最
初
に
建
て
ら

れ
た
富
岡
製
糸
工
場
や
桐
生
の
織
物

で
も
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
群
馬
は

昔
か
ら
養
蚕
の
盛
ん
な
地
方
で
、
私

の
家
も
養
蚕
を
営
ん
で
お
り
ま
し

た
。
幼
い
頃
は
、
桑
摘
み
、
桑
く
れ

（
蚕
に
餌
を
与
え
る
こ
と
）
ず
あ
げ

（
熟
蚕
を
繭
を
つ
く
り
や
す
い
場
所

に
移
す
）
な
ど
、
家
の
手
伝
い
も
よ

く
し
た
も
の
で
す
。
夜
に
な
る
と
暗

い
静
寂
の
中
で
、
蚕
が
一
斉
に
桑
を

食
み
だ
し
、
ザ
ワ
ザ
ワ
と
笹
の
葉
が

風
に
揺
れ
て
い
る
よ
う
な
音
に
な
か

な
か
寝
付
け
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
蚕
は
繊
細
な
生
き
物
で

女
性
の
細
や
か
な
心
配
り
が
要
求
さ

れ
「
お
蚕
様
、
お
こ
様
」
な
ど
と
呼

ば
れ
、
初
夏
か
ら
晩
夏
に
か
け
、
大

切
に
飼
育
さ
れ
ま
し
た
。
冬
に
な
る

と
、 
蔟 
編
み
（
蚕
が
繭
を
つ
く
る
た

ま
ぶ
し

よ
り
と
す
る
道
具
）、
く
ず
繭
を
鍋

で
煮
出
し
て
の
真
綿
づ
く
り
。
こ
の

作
業
は
独
特
の
臭
い
が
あ
り
、
今
で

も
嗅
覚
の
底
に
残
っ
て
い
ま
す
。

梅
雨
寒
し
ニ
ュ
ー
ス
異
国
の
テ
ロ
を
告
ぐ 

栗　

原　

美　

枝

窯
元
の 
瓶 
二
抱
え
蓮
浮
葉 

秋　

野　

三　

峰

か
め

光
堂
芭
蕉
の
句
碑
は
苔
の
花 

塙　
　
　

静　

風

綻
び
し
蛇
籠
の
下
を
囮
鮎 

堀　

口　

泉　

流

一
匹
の
蝿
煩
わ
し
雨
読
か
な 

栗　

原　

冨　

久

弾
け
ん
と
触
る
る
手
を
待
つ
鳳
仙
花 

眞　

�　

一　

耕

奥
久
慈
の
夏
う
ぐ
い
す
や
杣
の
径 

鈴　

木　

三　

風

真
夏
日
や
退
屈
そ
う
に
烏
啼
く 

長
谷
川　

和
希
子

炎
天
や
幾
度
の
水
も
焼
け
石
に 

萩
野
谷　

寿
美
礼

夏
風
の
風
紋
沼
を 
欺 
か
ず 

石　

川　

登　

魚

あ
ざ
む

手
の
届
く
程
に
あ
り
そ
な
蚊
帳
の
月 

井　

坂　

光　

位

宿
題
も
あ
り
晩
学
の
夏
休
み 

木　

内　

春　

絵

苔
む
し
ぬ
陰
陽
神
の
滴
か
な 

眞　

�　

蒼　

月

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】流れ

広
々
と
た
ゝ
ふ
る
水
田
の
中
に
し
て
蓮
の
若
葉
は
嫋
や
か
に
萌
ゆ 

平　

野　

里　

子

ペ
タ
ン
ク
で
金
メ
ダ
ル
取
り
し
我
が
友
は
夫
に
看
取
ら
れ
今
日
旅
立
ち
ぬ 

根　

元　

輝　

子

純
白
に
紅
ほ
の
か
な
る
芍
薬
の
気
品
保
ち
て
老
い
楽
し
ま
す 

益　

子　

春　

子

紫
陽
花
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
と
師
よ
り
の
便
り
施
設
に
入
り
し
と
ふ 

安　

藤　

正　

子

白
南
風
に
さ
ざ
め
き
な
が
ら
葉
を
ゆ
ら
す
あ
ふ
ち
の
木
か
げ
夏
来
た
り
け
り 

住　

谷　

幸　

枝

緑
濃
き
多
摩
の
自
然
に
玉
堂
の
深
き
墨
色
見
つ
つ
飽
か
な
く 

小　

貫　

よ　

ね

女
孫
の
摘
み
て
く
れ
た
る
ね
じ
り
花
今
朝
食
卓
に
胸
は
り
て
を
り 

 

高　

畠　

久
美
子

　

赤
城
お
ろ
し
が
カ
ラ
ッ
風
と
な
っ

て
埃
を
舞
い
上
げ
る
中
で
の
麦
踏
み

な
ど
忘
れ
か
け
て
い
た
懐
か
し
い
風

景
が
、
今
回
の
「
古
里
の
ま
ち
」
を

通
し
て
久
し
振
り
に
し
ん
み
り
と
脳

裏
に
甦
っ
て
き
ま
し
た
。
有
名
な

「
カ
カ
ア
天
下
」は
こ
ん
な
働
き
者
の

上
州
女
の
褒
め
言
葉
で
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

群
馬
は
、
文
芸
活
動
に
も
力
が
注

が
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。「
上
毛
か

る
た
」
は
、
郷
土
愛
を
育
も
う
と
作

ら
れ
ま
し
た
。
県
内
の
歴
史
上
の
人

物
、
名
所
旧
跡
、
産
業
が
読
み
込
ま

れ
、
正
月
の
遊
び
の
中
に
も
子
ど
も

教
育
が
織
り
込
ま
れ
県
人
に
深
く
愛

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

昔
か
ら
文
化
や
教
育
を
大
切
に
し
て

き
た
土
地
柄
で
も
あ
り
多
く
の
文
人

が
育
っ
て
い
ま
す
。「
雲
と
愛
」の
詩

人
山
村
暮
鳥
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人

土
屋
文
明
、
さ
ら
に
は
政
治
家
の
福

田
赳
夫
元
総
理
大
臣
も
群
馬
町
の
出

身
で
町
民
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

群
馬
を
離
れ
て
約　

年
。
幾
年
も

３０

の
時
を
重
ね
、
風
景
も
人
々
も
様
変

わ
り
し
た
故
郷
で
す
が
、
故
郷
と
は

重
い
鎧
を
脱
ぎ
捨
て
た
と
き
の
よ
う

な
「
ホ
ッ
」
と
安
堵
で
き
る
懐
か
し

い
香
り
の
す
る
場
所
な
の
で
す
。

群馬県

群馬町

▲
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福田ひろ子さん／菅谷




